
は
じ
め
に

筑
波
大
学
本
狩
野
尚
信
筆

「
刻
渓
訪
戴
図
」

狩
野
尚
信
が
描
い
た
本
図
（
図
l
|
l
)
は
本
年
度
（
平
成
十
二

年
四
月
二
十
一

El)
に
筑
波
大
学
で
新
た
に
見
出
さ
れ
た
狩
野
探
幽

な
ど
三
双
の
屏
風
絵
(
l
)
の
う
ち
の
―
つ
で
、
「
李
白
観
瀑
図
」
（
図

2
)
と
対
を
成
す
左
隻
の
屏
風
で
あ
る
。
こ
の
両
図
が
組
み
合
わ
さ

れ
i

双
と
さ
れ
た
例
は
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
尚
信
の
頃
は
対

と
な
る
組
み
合
わ
せ
に
試
行
し
、
一
双
屏
風
と
し
た
時
期
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
他
に
も
違
う
画
題
を
合
わ
せ
一
双
と
す
る
例
が
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
首
肯
で
き
る
。

尚
信
は
兄
探
幽
に
比
べ
、
比
較
的
早
く
没
し
た
た
め
彼
へ
の
評
価

は
充
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
考
え
る
に
我
々
が
今
日
探
幽
様
式

と
呼
称
す
る
表
現
の
i

端
は
尚
信
、
安
信
と
と
も
に
考
慮
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
冒
頭
に
述
べ
た
、
個
の
画
題
を
対
の
画
題

と
し
て
組
み
合
わ
せ
、
新
た
に
一
双
と
し
た
こ
の
時
期
の
、
彼
ら
に

つ
い
て
解
釈
す
る
キ
ー
で
あ
る
と
こ
こ
で
は
述
べ
る
に
留
め
た
い
e

如
上
の
疑
問
を
考
え
る
上
で
も
、
本
図
の
考
察
は
江
戸
初
期
の
狩
野

派
の
、
彼
ら
が
斯
く
あ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
確
認
し
、
あ
ら
た
め
て

近
世
絵
画
の
制
作
、
生
成
に
関
与
す
る
背
憬
に
思
い
及
び
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
本
図
の
解
釈
を
い
か
な
る
視
点
で
捕
ら
え
た
い
か
と
い

う
と
、
わ
た
し
は
尚
信
が
典
拠
と
し
た
と
考
え
る
元
信
筆
「
雪
中
山

水
図
」
（
図

3
ー．

1
）
を
吟
味
し
、
江
戸
初
期
狩
野
の
目
指
し
た
様

r-.... 

寸

屋

正

屏
風
に
つ
い
て

彦
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式
、
こ
れ
が
狩
野
永
徳
の
表
現
と
異
な
り
、
醒
め
た
造
形
意
欲
の
上

に
立
っ
た
制
作
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
知
的
で
意
識
的
な
造
形
上
の

引
用
に
よ
る
制
作
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
美
術
史
の
一
般
的

な
見
解
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
探
幽
様
式
は
、
表
現
の
結
果
か

ら
、
灌
洒
淡
白
と
す
る
。
そ
れ
は
永
徳
の
華
や
か
な
彩
色
、
力
強
い

フ
ォ
ル
ム
と
一
線
を
劃
す
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
そ
の
結
果
の
出

来
映
え
か
ら
彼
の
画
風
を
、
ま
た
そ
の
特
徴
を
括
る
の
で
は
な
く
、

明
ら
か
な
造
形
概
念
の
相
違
が
制
作
の
構
想
段
階
か
ら
発
生
し
て
い

た
と
仮
説
し
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
こ
と
は
探
幽
や
尚
信
ら
江
戸
初
期
の
狩
野
派
が
、
永

徳
が
示
し
た
生
き
生
き
と
し
た
原
寸
大
の
近
接
的
な
描
写
を
無
視
し

た
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
追
従
し
な
か
っ
た

と
み
な
す
の
で
あ
る
。

「
刻
渓
訪
戴
図
」

探
幽
と
尚
信
の
新
出
屏
風
は
同
じ
コ
レ
ク
タ
ー
の
所
蔵
に
か
か
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
屏
風
の
表
具
、
そ
の
装
丁
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
特
に
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
縁
木
に
打
た
れ
た

座
金
に
よ
る
。
模
様
は
磨
草
、
捻
り
葉
を
六
業
に
あ
ら
わ
す
図
様

で
、
家
紋
と
は
み
な
し
が
た
い
が
、
こ
の
六
葉
の
文
様
は
江
戸
時
代

に
入
っ
て
流
行
を
見
た
も
の
と
そ
の
頃
の
類
例
か
ら
判
断
で
き
る
。

た
だ
本
固
が
当
初
か
ら
今
に
至
る
ま
で
表
具
を
替
え
ず
、
保
存
よ
く

伝
え
ら
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
は
仔
細
に
は
画
中
に
剥
落

個
所
が
あ
っ
た
り
、
紙
質
の
違
う
部
分
を
認
め
る
こ
と
が
出
釆
る
か

ら
で
あ
る
。
左
側
の
三
扇
を
横
断
し
て
上
中
下
段
と
三
枚
の
紙
が
継

が
れ
て
お
り
、
ま
た
二
扇
目
淡
く
描
か
れ
た
月
の
下
方
右
端
、
二
扇

目
最
上
部
左
隅
、
四
扇
目
下
段
、
五
扇
目
上
段
に
は
本
紙
が
失
わ

れ
、
補
修
の
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
本
図
の
全
体
を
略
述
す
る
と
右
側
二
扇
は
余
白
の
多
い
画
面

で
、
左
三
扇
に
絵
画
の
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
右
側
に
余
白

を
と
る
構
成
は
、
対
の
屏
風
で
あ
る
「
李
白
観
瀑
図
」
が
対
極
と
し

て
左
に
余
白
、
右
に
絵
画
の
比
重
を
置
き
、
意
図
的
に
対
称
的
な
画

面
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
探
幽
様
式
の
特
徴
の

つ
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
美
術
史
の
一
般
的
な
テ
キ
ス
ト
が
説
く

よ
う
に
「
灌
洒
淡
白
」
と
評
す
る
探
幽
画
の
理
知
的
な
構
図
を
指

し
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
余
白
や
、
描
く
対
象
の
取
捨
が
行
わ
れ
て

い
る
。「
刻
渓
訪
戴
図
」
は
子
猷
（
王
義
之
の
子
、
王
徽
之
の
字
）
が
戴

安
道
を
尋
ね
る
故
事
で
、
「
子
猷
辱
戴
」
（
出
典
、
李
尚
著
「
却
家
求
j
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巻
上
）
と
も
い
わ
れ
る
。
内
容
は
雪
が
晴
れ
、
月
が
あ
ま
り
に
美
し

か
っ
た
の
で
、
酒
を
飲
み
左
思
の
詩
を
詠
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ふ
と

戴
安
道
が
刻
渓
に
住
ん
で
い
る
の
を
思
い
出
し
て
、
船
で
尋
ね
、
門

前
ま
で
訪
れ
な
が
ら
門
を
叩
か
ず
し
て
帰
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
そ

の
行
動
を
詞
し
く
思
っ
た
人
が
子
猷
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
彼
は
興
が
乗
じ
た
の
で
尋
ね
て
行
き
、
興
が
醒
め
た
の
で
引
き

返
し
た
と
答
え
た
と
言
う
。
画
面
は
ま
さ
に
載
安
道
の
住
む
家
を
間

近
に
、
＇
十
猷
が
船
の
上
か
ら
眺
め
て
い
る
場
面
で
、
故
事
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
右
端
、
一
扇
目
に
大
き
く
淡
い
月
を
描
き
、
i

.

扇
目
下
段
に
子
猷
の
船
（
図
ー
ー

2
)
、
二
扇
日
に
は
中
段
に
岸
辺

と
水
鳥
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
岸
辺
か
ら
太
鼓
橋
を
渡
り
、
続
く
よ

う
に
四
扇
目
に
は
戴
安
道
の
住
む
家
が
川
に
臨
む
よ
う
に
俯
脆
し
て

中
央
に
大
き
く
描
か
れ
（
図

l
_
3
)
、
五
扇
目
に
は
手
前
に
雪
の

積
も
っ
た
竹
林
、
そ
の
奥
に
屋
敷
の
門
、
更
に
上
段
に
遠
く
雪
山
を

望
み
、
六
扇
目
は
こ
の
画
で
は
最
も
近
景
で
あ
る
雷
に
覆
わ
れ
た
梅

樹
が
描
か
れ
て
い
る
（
図

l
|
4
)
。

本
図
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
、
一
隻
の
屏
風
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
左

側
三
扇
に
偏
っ
て
お
り
、
右
隻
で
あ
る
「
李
白
観
瀑
図
」
を
得
て
初

め
て
納
得
で
き
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
単
独
で
は
、
成
功
し
た
絵

で
あ
る
と
は
認
め
が
た
い
も
の
で
、
そ
の
た
め
両
図
に
は
相
互
に
呼

応
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
季
節
は
左
隻

が
冬
景
で
、
右
隻
が
夏
景
、
両
屏
風
を
並
べ
る
と
中
央
に
余
白
が
大

き
く
現
れ
る
。
こ
の
余
白
の
中
、
左
隻
に
月
、
右
隻
に
太
陽
が
大
き

く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
や
は
り
両
屏
風
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
歳
寒
三
友
の
圃
題
、
右
隻
に
松
、
左
隻
に
竹
と
梅
が
あ
し
ら
わ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
両
屏
風
に
合
わ
せ
見
ら
れ
る
表
現
は
モ
テ
ィ
ー
フ
の
明
確

な
取
り
上
げ
か
た
に
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
が
以
前
の
表
現
で
あ
れ

ば
、
水
墨
画
時
代
の
よ
り
自
然
な
造
形
を
心
が
け
た
か
、
あ
る
い
は

水
徳
に
示
さ
れ
る
背
景
の
消
去
、
対
象
の
原
寸
に
近
い
迫
力
で
あ
っ

た
か
、
と
狩
野
派
に
お
け
る
経
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
か
ら
判
断
し
て

も
、
本
屏
風
が
実
験
的
な
意
図
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
が
明

瞭
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
画
中
に
示
さ
れ
、
上
述
し
た
要
素
は
そ
れ
ぞ
れ
を
考
え
れ

ば
す
で
に
目
新
し
い
要
素
と
は
思
え
な
い
が
、
全
体
を
支
配
す
る
気

分
、
お
そ
ら
く
は
本
図
の
構
成
や
紐
み
合
わ
せ
の
あ
り
方
か
ら
受
け

る
、
取
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
明
快
さ
は
本
図
が
実
験

段
階
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
は
如
何
か

と
表
現
の
提
案
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両

屏
風
を
一
組
と
し
て
画
題
を
与
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
要
素
の
明
快
さ
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か
ら
、
「
夏
冬
山
水
図
」
、
「
日
月
山
水
図
」
、
「
歳
寒
三
友
図
」
と
名

づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
う
ち
最
も
画
題
と
し
て
適
当
で
あ

る
の
は
「
夏
冬
山
水
図
」
屏
風
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
主
張

も
、
両
屏
風
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
の
前
に
、
一
対
で
あ
る
こ
と
の
意
味

に
そ
れ
ほ
ど
の
重
み
が
な
い
よ
う
な
弱
さ
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

本
屏
風
は
お
そ
ら
く
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
あ
る
時
期
、
何
か
罹
災
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
、
箱

は
失
わ
れ
、
剥
き
出
し
の
ま
ま
伝
来
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
(
2
)
0

従
っ
て
本
屏
風
の
記
録
、
た
と
え
ば
箱
書
き
や
、
こ
れ
に
付
帯
し
て

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
極
め
書
き
、
所
蔵
先
な
ど
も
ま
っ
た
く
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
探
幽
の
屏
風
も
同
様
で
あ
り
、
わ
ず

か
に
得
ら
れ
る
ヒ
ン
ト
は
上
述
の
表
具
か
ら
の
同
じ
所
蔵
に
係
る
と

い
う
点
だ
け
な
の
で
あ
る
。

本
図
は
作
者
に
異
論
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
図
の
内
容
に

つ
い
て
、
あ
る
目
的
を
も
っ
て
考
察
す
る
も
の
で
、
作
者
に
関
し
て

は
元
信
維
を
首
肯
し
、
こ
の
見
解
(
3
)
に
従
っ
て
い
る
。
霊
雲
院
方

丈
は
永
正
六
年
(
-
五
0
九
）
の
創
建
を
伝
え
る
。
そ
の
方
丈
は
、

妙
心
寺
霊
雲
院
旧
方
丈
襖
絵
「
雪
中
山
水
図
」

亡
き
師
特
芳
禅
傑
を
開
祖
と
奉
じ
、
自
ら
は
二
世
と
な
っ
た
大
休
宗

休
が
栂
尾
阿
伽
井
房
を
移
築
し
た
も
の
と
さ
れ
、
大
休
に
参
禅
し
た

元
信
が
ひ
と
夏
を
過
ご
し
た
折
り
、
襖
絵
を
描
い
た
と
さ
れ
る
。
本

図
は
西
北
の
間
（
大
仙
院
客
殿
で
は
衣
鉢
の
間
に
あ
た
る
）
に
描
か

れ
、
二
間
四
枚
の
襖
が
東
面
と
南
面
の
各
二
間
に
描
か
れ
、
襖
に
し

て
都
合
八
枚
、
現
在
は
軸
装
さ
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ

て
い
る
。

元
信
が
描
い
た
と
伝
え
る
記
録
は
無
著
道
忠
が
あ
ら
わ
し
た
「
正

法
山
誌
j

に
記
載
さ
れ
、
中
に
「
其
方
丈
中
央
間
牧
渓
流
、
東
南
間

夏
珪
流
、
東
北
間
玉
澗
流
」
(
4
)
と
あ
る
。
霊
雲
院
旧
方
丈
は
こ
の
他

に
仏
間
、
眠
蔵
、
西
南
間
、
西
北
間
が
あ
る
。
霊
雲
院
旧
方
丈
襖
絵

は
現
在
同
寺
と
東
京
、
京
都
国
立
博
物
館
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ど

の
部
屋
に
ど
の
襖
と
明
ら
か
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
上
記
の

記
録
か
ら
類
推
さ
れ
、
「
中
央
間
」
は
室
中
を
さ
し
、
こ
れ
に
「
四

季
花
鳥
図
」
。
東
南
間
に
「
渓
山
問
奇
図
」
、
東
北
間
に
「
月
夜
山
水

図
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
記
事
に
画
風
の
示
さ
れ
な
か
っ
た

眠
蔵
に
は
「
宿
雅
宿
鴨
図
」
、
西
南
間
は
「
琴
棋
瞥
画
、
山
水
落
雁

図
」
、
西
北
間
に
「
雪
中
山
水
図
」
が
あ
て
ら
れ
、
現
在
こ
の
見
解

が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
図
は
西
北
の
間
の
南
面
と
東
面
の
襖
絵
で
、
こ
れ
を
連
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続
画
面
と
し
て
通
覧
す
る
な
ら
ば
、
南
面
の
襖
四
枚
か
ら
始
ま
る
。

右
か
ら
第
一
、
二
面
は
西
湖
図
を
風
景
に
林
和
蜻
と
友
人
の
立
ち
話

（図
3
ー
2
)
、
そ
の
背
後
に
鶴
を
描
い
て
お
り
、
こ
の
画
題
を
「
後

素
猿
j

に
従
う
な
ら
ば
「
林
泄
畜
鶴
」
と
な
る
。
つ
い
で
第
三
面
は

背
後
に
西
湖
を
臨
む
南
北
の
高
峰
を
屹
立
す
る
双
峰
の
よ
う
に
配

し
、
手
前
に
嘗
叩
り
で
訛
栂
を
す
る
「
孫
康
映
嘗
」
（
図

3
|
3
)

を
描
く
。
小
高
い
山
を
隊
て
、
第
四
面
に
続
け
、
臣
↑
の
趙
普
を
訪

ね
る
宋
の
太
宗
を
描
い
て
い
る
（
図
3
|
4
)
。
南
面
は
こ
れ
で
完

結
し
、
こ
れ
に
続
く
よ
う
に
束
面
に
襖
四
枚
が
展
開
す
る
。
・
こ
れ
を

第
几
而
か
ら
八
血
と
し
、
こ
こ
に
は
一
う
の
圃
題
が
描
か
れ
て
お

り
、
第
五
面
は
南
而
か
ら
の
展
開
と
し
て
次
へ
続
け
、
9

ハ
面
に
「
刻

渓
訪
載
」
（
図
3
|
5
)
、
第
七
面
は
こ
の
圃
題
の
延
長
で
あ
り
、
場

面
の
転
換
の
娯
色
で
、
八
面
に
「
東
城
騎
職
」
（
図
3
|
6
)
が
見

ら
れ
る
。

全
八
訓
、
「
雪

rllll水
図
」
と
題
さ
れ
た
本
因
は
上
述
し
た
五
つ

の
圃
題
が
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
わ

た
し
は
複
数
の
人
物
を
雷
中
に
あ
ら
わ
し
た
本
図
は
、
元
信
に
よ
る

合
成
的
な
雪
中
主
題
の
集
成
と
見
立
て
て
よ
い
の
か
、
他
に
例
を
引

く
コ
ピ
ー
の
先
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
こ
の
画
題
の
主
人
公
に
関

し
て
以
下
に
ま
と
め
、
結
語
に
お
い
て
言
及
し
た
い
。

第
一
主
題

林
和
靖
（
林
通
）
九
六
七
ー

io二
八
（
六
十
ニ
オ
）
宋
代
の

高
士
、
詩
人
。
西
湖
の
孤
山
に
住
む
。
『
後
素
集
j

に
「
林
皿
放

鶴
」
、
「
和
靖
騎
馨
」
、
「
利
靖
弾
琴
」
な
ど
が
あ
り
、
漢
圃
に
馬
輌

籠
（
藤
田
公
爵
家
旧
蔵
）
な
ど
が
あ
り
、
元
信
箪
を
伝
え
る
旧
大

仙
院
書
院
襖
絵
中
南
四
面
に
太
公
望
図
と
と
も
に
同
圃
題
（
東
京

国
立
佛
物
館
）
が
見
ら
れ
る
。

第
一
主
題

孫
康
晋
、
京
兆
の
人
。
「
家
貧
無
洲
。
於
冬
J
得
映
舌
減
湘
。

後
官
至
御
史
大
夫
」
（
「
晋
書
孫
康
他
』
）
「
孫
康
映
小
こ
は
児
箪
川

の
教
訓
習
『
紫
求
』
（
崩
、
李
維
）
に
載
る
。

第
三
主
題

太
宗
（
趙
巨
義
）
九
三
九
ー
九
九
七
宋
初
代
太
祖
（
趙
耗

胤
）
の
弟
、
二
代
（
趙
光
義
を
名
乗
る
）
。

趙
普
宋
の
宰
相
（
初
代
太
祖
、
二
代
太
末
に
仕
え
る
）
。

『
宋
名
臣
言
行
録
』
（
朱
'
+
の
編
纂
）
に
載
る
。

第
四
主
題

子
猷
（
王
徽
史
）
晋
の
人
。
王
義
史
の
第
五
子
。
黄
門
侍
郎
、

後
、
在
野
。
著
書
に
「
新
月
帖
」
、
「
得
心
帖
」
。

戴
安
道
（
戴
辿
）
明
の
人
。
文
オ
、
書
画
、

ま
た
鼓
琴
な
ど
諸
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芸
に
秀
で
た
。
太
元
年
中
病
没
。

画
題
は
「
子
猷
尋
戴
」
と
し
て
「
蒙
求
」
に
載
る
。
わ
が
国
の

『
唐
物
語
」
、
『
漢
故
事
和
歌
集
」
記
載
。

第
五
主
題

蘇
東
披
（
蘇
献
）
＿

o-―
-
六
ー
―
1

0
 I 

t
木
の
人
。
唐
宋
八

大
家
。
欧
陽
脩
の
引
き
立
て
で
、
各
地
の
知
事
か
ら
文
部
大
臣
ま

で
昇
進
。
儒
家
。
道
、
仏
二
教
を
加
え
視
合
的
性
格
の
蜀
学
を
説

い
た
人
。
「
東
披
騎
駿
」
図
は
漢
画
の
作
例
に
銭
舜
畢
（
近
衛
公

爵
家
旧
蔵
）
、
趙
子
昴
（
佐
竹
公
爵
家
旧
蔵
）
等
が
見
ら
れ
、
わ

が
国
で
は
好
画
題
と
し
て
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
は
雪
中

に
描
か
れ
、
「
東
披
戴
笠
」
の
画
題
も
兼
ね
て
い
る
。

空
間
の
解
体
と
貼
付
け

「
雪
中
山
水
図
」
第
六
面
と
尚
信
筆
「
刻
渓
訪
戴
図
」
に

．
つ
い
て

問
題
の
元
信
画
の
「
剣
渓
訪
戴
」
は
実
際
に
は
「
雪
中
山
水
図
」

の
中
の
第
六
面
だ
け
で
そ
の
主
要
な
主
題
部
分
を
完
結
し
て
い
る
。

画
面
右
端
の
や
や
上
方
、
山
の
端
の
上
に
月
が
描
か
れ
、
そ
の
下
、

画
面
三
分
の
一
に
子
猷
の
船
を
描
き
、
雪
白
き
中
、
太
鼓
橋
と
戴
安

道
の
家
が
描
か
れ
て
い
る
。
私
は
尚
信
が
元
信
の
こ
の
場
面
を
引
き

取
り
、
そ
れ
を
屏
風
絵
と
す
る
に
際
し
て
画
面
を
構
成
す
る
要
素
の

い
く
つ
か
を
取
捨
し
作
成
し
た
と
予
測
し
て
い
る
が
、
確
実
な
文
献

上
の
記
録
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
尚
信
籠
の
「
刻
渓

訪
戴
図
」
（
以
下
、
こ
の
主
題
に
関
し
、
本
図
を
尚
信
画
、
「
雪
中
山

水
図
」
を
元
信
画
と
記
す
）
と
比
較
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
な
こ
と

が
考
慮
さ
れ
る
。

ま
ず
、
主
題
と
な
る
べ
き
部
分
は
尚
信
画
が
横
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
が
、
子
猷
の
乗
る
船
と
そ
れ
に
向
き
合
う
戴
安
道
の
家
屋
の

構
図
は
全
体
と
し
て
は
元
信
画
と
一
致
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

部
分
と
し
て
は
戴
安
道
の
家
に
続
く
太
鼓
橋
が
同
様
に
描
か
れ
て
い

る
が
、
家
を
大
き
く
近
接
に
あ
ら
わ
し
た
た
め
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス

は
ま
っ
た
く
別
に
な
り
、
そ
の
た
め
か
橋
か
ら
渡
り
終
え
た
所
に
垣

根
と
潜
り
門
が
描
か
れ
、
こ
れ
を
新
た
に
加
え
た
点
は
尚
信
の
工
夫

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
元
信
画
に
対
し
て
よ
り
具
体
的
で
、
鑑
賞

が
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
図
4
ー
1
、
2
)
。

尚
信
画
が
元
信
を
参
考
に
、
こ
れ
を
屏
風
絵
と
し
た
と
考
え
ら
れ

る
最
も
典
味
深
い
点
は
、
戴
安
道
の
家
の
背
景
に
あ
た
る
、
裏
山
が

描
か
れ
る
五
扇
、
六
扇
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
元
信
画
で
は
「
東
城

騎
聴
」
を
中
心
に
広
が
る
景
色
に
属
す
る
も
の
で
、
「
雷
中
山
水
図
」
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で
は
通
し
で
第
七
、
八
面
、
東
面
の
襖
四
枚
の
う
ち
左
二
枚
に
あ
た

る
。
そ
の
う
ち
尚
信
画
の
裏
山
に
あ
た
る
遠
峰
と
家
の
手
前
に
描
か

れ
た
竹
藪
の
配
置
（
図

5
_
1
)
は
第
七
面
の
中
段
に
見
ら
れ
る
部

分
（
図

5
_
2
)
に
符
合
し
て
い
る
。
背
景
の
裏
山
は
「
雪
中
山
水

図
」
で
は
一
部
で
あ
っ
て
も
、
尚
信
画
で
は
家
と
そ
の
部
分
を
強
引

に
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
た
め
追
和
感
を
拭
え
な
い
が
、
家
の
背
後
に

木
戸
の
見
え
る
直
線
的
な
塀
が
雪
に
埋
も
れ
、
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
手
前
の
崖
に
生
え
る
梅
樹
も
第
八
面
の
主
題
、
「
東
城
騎
櫨
」
の

頭
上
に
展
開
す
る
、
せ
り
出
し
た
痙
に
生
え
る
樹
木
部
分
に
想
を
得

た
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
探
幽
や
尚
信
が
示
し
た
様

式
、
い
わ
ゆ
る
探
幽
様
式
の
解
釈
に
重
要
な
提
案
を
し
て
い
る
部
分

で
あ
り
、
ま
た
江
戸
初
期
狩
野
派
の
屏
風
絵
へ
の
テ
キ
ス
ト
作
り
の

要
領
を
窺
う
好
個
の
例
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
尚
信
の
「
刻
渓
訪
戴
図
」
は
元
信

の
「
雪
中
山
水
図
」
に
描
か
れ
た
五
つ
の
主
題
の
う
ち
の
一
っ
を
引

用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
霊
雲
院
旧
方
丈
の
西
北
の
間
、
東
面
に
描

か
れ
た
襖
四
枚
か
ら
多
く
の
部
分
を
切
り
取
り
、
屏
風
絵
の
主
要
な

部
分
と
し
て
貼
り
付
け
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
探

幽
が
縮
図
を
作
成
し
、
手
控
え
に
よ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の
引
用
と
再
合

成
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
以
前
か
ら
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、

こ
こ
で
は
尚
信
画
に
お
け
る
引
用
の
仕
方
、
ま
た
そ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
る
再
合
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

わ
た
し
が
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
尚
信
画
の
特
徴
的
な
引
用
の
あ
り

方
は
雪
中
山
水
図
東
面
の
切
り
取
り
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
あ
っ
た

と
大
ま
か
に
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
元
信
が
描
い
た
パ
ノ
ラ
マ
的
な

風
景
を
解
体
し
、
近
接
の
迫
力
を
出
そ
う
と
し
た
た
め
の
エ
夫
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
雷
中
山
水
図
」
は
大
き
な
画
面
の
中
に
主

題
は
小
さ
く
取
り
扱
わ
れ
、
壮
大
な
自
然
、
雷
景
色
の
中
に
埋
も
れ

る
よ
う
に
、
画
中
下
段
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
自
然

と
i

体
と
な
っ
た
人
間
の
営
み
を
写
す
も
の
で
、
主
題
を
小
さ
く
取

り
扱
う
こ
と
で
、
広
大
無
辺
な
山
河
と
対
比
さ
せ
、
雪
に
包
ま
れ
た

静
溢
な
世
界
を
泄
出
し
て
い
る
。
た
だ
元
信
画
の
楊
合
、
高
士
と
か

老
士
と
い
う
よ
う
に
詩
画
軸
に
解
説
さ
れ
る
無
名
の
人
物
で
は
な

く
、
雪
中
の
画
題
に
逸
話
の
主
人
公
を
描
き
入
れ
、
単
な
る
隠
逸
思

想
の
描
出
で
は
な
く
し
て
い
る
。
つ
ま
り
詩
画
軸
か
ら
の
乖
離
と
捉

え
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
和
洋
化
と
見
立
て
る
こ
と
も
で
き

ょ‘つ。詩
画
軸
に
お
け
る
俯
鰍
的
な
描
き
方
は
一
般
的
に
家
の
正
面
、
あ

る
い
は
側
面
が
鑑
賞
者
に
正
対
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
が
、
元
信
は

や
や
斜
め
な
、
家
の
角
が
画
面
手
前
に
来
る
俯
鰍
し
た
描
き
方
を
示
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し
、
こ
れ
を
大
和
絵
的
な
表
現
、
景
色
の
把
握
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
や
や
斜
め
の
微
妙
な
そ
の
角
度
は
、
彼
の
描
く
「
雪
中
山
水

図
」
が
独
自
の
景
観
表
現
を
生
み
出
し
、
獲
得
し
た
と
、
室
町
水
墨

圃
中
に
見
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
尚

信
画
は
こ
の
元
信
独
自
の
「
刻
渓
訪
戴
」
の
画
風
と
同
様
の
構
成
が

見
ら
れ
る
。
子
猷
の
乗
る
船
の
、
戴
安
道
の
家
と
向
き
合
う
角
度
、

背
後
の
山
の
稜
線
、
崖
か
ら
突
き
出
す
よ
う
に
生
え
る
樹
木
な
ど
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
初
の
予
見
、
元
信
画
の
引
用
を
尚
信
が

行
っ
た
と
説
明
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
尚
信
画
の
場
合
、
元
信
が
雪
景
色
の
中
に
取
り
込
ん
だ
そ

の
壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ
か
ら
、
よ
り
人
間
的
な
世
界
へ
と
視
点
が
変
化

し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
近
世
に
至
っ
て
見
ら
れ
る
時
代
気
分
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
こ
に
両
者
の
景
観
把
握
の
相
違
が
窺
え
る
。

さ
て
そ
の
顕
著
な
点
は
画
面
手
前
に
描
か
れ
た
竹
、
梅
で
指
摘
で
き

る
。
鬱
蒼
た
る
竹
林
に
囲
ま
れ
た
戴
安
道
の
家
の
景
観
は
、
わ
ず
か

な
竹
に
変
わ
り
、
ま
た
崖
の
梅
樹
も
同
様
で
、
主
題
を
取
り
巻
く
説

明
的
な
材
料
は
極
力
少
な
く
し
、
語
る
べ
き
対
象
を
明
確
に
し
て
い

る
。
そ
れ
は
戴
安
道
の
家
が
川
而
に
突
き
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

窺
え
、
尚
信
が
主
題
の
迫
真
性
を
こ
の
よ
う
に
作
り
変
え
た
と
解
釈

で
き
る
の
で
あ
る
。

尚
信
筆
「
刻
渓
訪
戴
図
」
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
元
信
絵
画
と
の
関

連
で
考
察
を
進
め
て
き
た
。
た
だ
元
信
画
の
引
用
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
本
図
を
尚
信
が
引
い
た
背
景
に
は
ま
た
別
の
理
由
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
は
江
戸
初
期
の
狩
野
派
が
描
く
水

墨
画
の
事
情
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
釈
す
る
手
始
め
に
、

先
に
挙
げ
た
元
信
筆
「
雪
中
山
水
図
」
嗅
絵
の
五
つ
の
主
題
に
つ
い

て
吟
味
し
、
次
い
で
そ
れ
を
引
用
し
た
尚
信
箪
「
刻
渓
訪
戴
図
」
を

論
じ
、
如
上
の
事
情
を
考
え
た
い
。

も
と
も
と
宋
代
の
禅
に
は
隠
逸
的
な
、
道
教
的
な
老
荘
思
想
、
神

仙
思
想
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
祖
形
と
し
た
わ
が

国
室
町
時
代
の
水
墨
画
は
隠
遁
を
志
向
し
た
と
捕
ら
え
ら
れ
て
い

る
。
画
中
の
人
物
に
感
情
移
入
す
る
、
ま
た
山
水
に
遊
ぶ
、
そ
の
よ

う
な
絵
画
鑑
賞
は
、
絵
の
上
に
賛
詩
を
寄
せ
、
詩
画
軸
と
し
て
成
立

し
た
が
、
元
信
は
そ
の
鑑
賞
、
感
情
移
入
す
る
あ
り
方
か
ら
絵
画
を

独
立
さ
せ
、
「
雪
中
山
水
図
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
画
中
人
物
を
取

り
上
げ
、
鑑
賞
の
客
観
化
を
図
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
は
主
題
で
あ
る
画
中
人
物
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
か
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ

四
両
者
に
見
ら
れ
る
背
景
の
思
想
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い
わ

う
。
元
信
の
描
い
た
「
雪
中
山
水
図
」
中
の
五
つ
の
主
題
は
、

ゆ
る
道
釈
人
物
画
と
し
て
描
い
た
の
で
は
な
く
、
出
典
か
ら
考
慮
す

る
な
ら
ば
む
し
ろ
儒
教
的
な
色
彩
が
幾
分
支
配
的
で
あ
る
と
も
解
釈

で
き
る
。
無
名
な
高
士
を
取
り
上
げ
圃
中
に
遊
ぶ
、
こ
の
よ
う
な
鑑

賞
者
に
と
っ
て
の
孤
高
な
、
隠
逸
な
趣
向
も
、
た
と
え
ば
そ
れ
が
太

宗
と
趙
普
、
ま
た
孫
康
映
雪
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
彼
我
の

性
格
の
違
う
人
物
画
題
を
組
み
入
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
教
訓
的
で

あ
り
、
襖
絵
の
制
作
者
は
か
え
っ
て
隠
逸
的
な
気
分
を
嫌
っ
た
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
「
二
妙
心
寺
霊
雲
院
旧
方
丈
襖
絵
「
雪
中
山
水
図
」
」

の
文
末
で
略
述
し
た
よ
う
に
画
中
人
物
の
生
存
の
時
代
は
大
別
し
て

晋
（
二
六
五
ー
四
二

0
)
と
宋
（
九
六
O
I
―
二
七
一
）
の
両
時
代

に
分
類
で
き
る
。
第
二
主
題
の
孫
康
、
第
四
主
題
の
子
猷
と
戴
安
道

が
晋
の
人
、
第
一
主
題
の
林
利
靖
、
第
三
主
題
の
太
宗
と
趙
普
、
第

五
主
題
の
蘇
東
披
が
宋
の
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
時
代
の
人
物

を
並
べ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
雪
中
と
い
う
題
に
合
わ
せ
人

物
を
配
置
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
か
で
も
室
町
水
墨
画
に
お
い
て
、

と
く
に
好
ま
れ
た
画
題
は
、
「
林
和
靖
図
」
と
「
東
披
騎
蒻
図
」
で

あ
ろ
う
。
先
に
儒
教
的
で
あ
る
と
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
そ
れ
を
儒

教
と
認
め
描
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
尚
信
が
「
剣
渓
訪
戴

図
」
を
描
い
た
江
戸
の
儒
教
を
念
頭
に
考
え
る
な
ら
ば
、
『
林
羅
山

文
集
』
第
六
十
五
「
随
籠
」
(
5
)
に
い
く
つ
か
林
和
靖
を
例
に
引
い
て

お
り
、
ま
た
蘇
東
披
の
場
合
は
そ
の
人
が
高
名
な
備
者
で
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
「
孫
康
映
雪
図
」
は
苦
学
力
行
の
末
、
彼

が
御
史
大
夫
（
わ
が
国
で
言
う
と
こ
ろ
に
最
高
裁
判
所
長
官
）
に

至
っ
た
こ
と
を
示
し
、
こ
の
主
題
を
載
せ
た
教
訓
書
『
蒙
求
』
（
唐
、

李
帷
著
）
（
6
)
に
「
刻
渓
訪
戴
」
は
「
子
猷
尋
戴
」
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
朱
子
福
纂
の
『
宋
名
臣
言
行
録
』
(
7ー）

に
太
宗
と
趙
普
が
載
り
、
元
信
箪
の
「
雪
中
山
水
図
」
が
全
体
と
し

て
儒
教
的
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
は
充
分
に
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。わ
た
し
は
元
信
画
の
性
格
を
画
中
人
物
を
通
し
て
捉
え
た
が
、
尚

信
が
こ
れ
を
引
用
し
た
理
由
も
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
予
測
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
結
語
に
お
い
て

後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
本
図
に
つ
い
て
先
ず
こ
れ
を
解
釈

し
た
い
。

尚
信
箪
「
刻
渓
訪
戴
屈
」
は
本
稿
の
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
右
隻

の
「
李
白
観
瀑
図
」
と
対
で
、
一
双
の
屏
風
と
し
て
完
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
左
右
を
一
対
と
す
る
組
み
合
わ
せ
は
既
に
触
れ
た
が
、
尚

信
に
よ
っ
て
夏
冬
あ
る
い
は
日
月
山
水
図
に
仕
立
て
た
こ
と
が
、
左
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隻
（
本
図
）
を
元
信
筆
「
雪
中
山
水
図
」
の
引
用
と
し
た
こ
と
で
明

ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
通
し
て
尚
信
の
制
作
の
一
端
が
窺
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
画
中
人
物
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
「
李
白
観
瀑
図
」
は
室

町
水
墨
画
の
好
画
題
で
、
た
と
え
ば
久
遠
寺
本
「
夏
景
山
水
図
」

（
国
宝
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
漠
画
の
名
作
が
わ
が
国
に
伝
来
し
、

こ
れ
ら
に
学
び
、
写
し
、
想
を
得
て
数
多
く
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

李
白
に
関
し
て
は
察
松
年
築
や
張
弼
籠
の
書
「
蘇
軟
（
蘇
東
披
）
書

李
太
白
仙
詩
巻
跛
」
（
い
ず
れ
も
大
阪
市
立
博
物
館
）
が
わ
が
国
に

収
蔵
さ
れ
、
ま
た
宮
内
庁
に
は
蘇
賦
の
拓
本
「
｛
辰
奎
閣
碑
」
が
あ

る
。
詩
人
蘇
賦
の
李
白
碑
文
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で

は
彼
が
儒
家
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
「
剣
渓
訪
戴
」
に
現
れ
る
戴
安
道
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、

彼
は
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
玄
学
（
老
荘
学
）
に
批
判
的
で
、
「
放

達
非
道
論
」
（
『
晋
書
」
隠
逸
伝
）
を
儒
教
の
立
場
か
ら
著
し
て
い

る
。
彼
は
隠
遁
者
で
あ
る
が
儒
教
に
造
詣
が
深
い
と
い
う
こ
と
で
時

に
徴
召
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
彼
に
よ
れ
ば
七
賢
の
放
達
に
は
理
由
が

あ
る
と
し
、
単
な
る
玄
学
に
よ
っ
て
立
つ
放
達
の
気
風
を
批
判
し
、

儒
教
の
意
義
を
説
い
た
の
で
あ
っ
た
(
8
)
。

こ
の
よ
う
に
画
中
人
物
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
本
図
に
支
配
的

結
語

な
隠
逸
的
、
道
教
的
な
気
分
と
は
違
っ
た
解
釈
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
こ
こ
に
江
戸
初
期
の
儒
学
と
何
ら
か
の
関

係
を
予
測
す
る
の
で
あ
る
。

島
崎
俊
樹
は
著
書
「
感
情
の
世
界
J

(
9
)
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
の
美

学
者
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
引
い
た
オ
セ
ロ
を
例
え
に
引
用
し
、
こ
れ
か

ら
鑑
賞
に
関
し
て
の
二
つ
の
型
を
指
摘
し
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト

は
こ
れ
を
「
対
象
感
情
」
と
『
状
態
感
情
」
と
し
、
島
崎
は
こ
れ
を

音
楽
の
鑑
賞
者
で
捉
え
、
「
第
一
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
き
く
と

き
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
そ
な
わ
る
感
情
に
同
化
し
、
プ
ラ
ー
ム
ス

の
と
き
は
プ
ラ
ー
ム
ス
に
そ
な
わ
る
感
情
に
同
化
し
て
、
先
方
の
対

象
的
性
質
そ
の
ま
ま
に
自
分
を
う
つ
し
い
れ
て
き
く
「
対
象
的
鐙
賞

家
」
で
あ
る
。
も
う
―
つ
の
型
は
、
だ
れ
の
音
楽
を
き
い
て
も
ど
の

曲
で
も
、
自
分
の
な
か
に
生
じ
た
よ
ろ
こ
び
や
か
な
し
み
を
た
の
し

む
の
を
目
的
と
す
る
「
状
態
的
鑑
賞
家
」
で
、
音
楽
ず
き
と
は
い
っ

て
も
、
ほ
ん
と
う
は
曲
を
き
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
を

き
い
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
島
崎

氏
に
よ
る
こ
の
解
釈
が
、
中
世
と
近
世
の
水
墨
画
鑑
賞
の
変
化
に
応
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用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
禅
宗
の
支
配
し
た
中
世
の
鑑
賞
的
態
度

と
は
異
な
る
感
情
に
お
い
て
、
近
世
の
鑑
賞
を
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

゜
、つ
中
世
に
お
け
る
水
墨
画
鑑
賞
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
が
情
熱
を

傾
け
た
枯
山
水
の
庭
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
世
界
に
遊
ぶ
、

「
対
象
的
鑑
賞
」
を
行
っ
て
い
た
と
大
き
く
は
括
る
こ
と
が
で
き
、

近
世
に
至
っ
て
は
、
禅
宗
を
思
想
と
し
な
い
、
絵
画
表
現
の
一
っ
の

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
水
墨
画
を
認
め
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
そ
の
世
界

に
遊
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
の
世
界
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
「
状
態
的

鑑
賞
」
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
は
探
幽
や
尚
信

が
作
り
出
し
た
理
知
的
な
構
成
、
灌
洒
淡
白
と
多
く
が
認
め
る
感
覚

は
こ
の
鑑
賞
的
態
度
の
上
に
成
立
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ

る。
本
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
尚
信
が
元
信
絵
画
を
解
体
し
、
構
成

に
必
要
な
主
た
る
部
分
を
引
用
し
て
、
貼
り
付
け
る
よ
う
に
再
び
合

成
し
た
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
「
状
態
的
鑑
賞
」
が
時
代
気
分
を
支

配
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
こ
の
時

代
の
芸
術
意
欲
が
対
象
に
感
情
移
入
す
る
趣
向
を
嫌
い
、
こ
れ
が
た

め
に
江
戸
初
期
の
狩
野
派
、
探
幽
や
尚
信
は
粉
本
に
典
拠
す
る
傾
向

が
強
く
、
本
図
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
そ
の
引
用
と
合
成
に
興

味
を
示
し
、
そ
れ
を
画
面
に
布
置
す
る
に
臨
ん
で
、
絵
画
空
間
に
余

白
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
幾
何
学
的
構
図
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
解
釈

し
た
い
。

わ
た
し
は
本
図
に
関
し
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
筑
波
大
学
本
の
旧

所
蔵
が
林
羅
山
あ
る
い
は
湯
島
聖
堂
に
ゆ
か
り
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
は
な
か
っ
た
か
と
予
測
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
出
の
屏
風
絵
の
一

つ
で
あ
る
本
図
が
、
本
論
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
探
幽
の
屏

風
と
同
じ
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
湯
島
聖
堂
の
礼
拝
画
で

あ
る
狩
野
山
雪
籠
「
歴
世
大
儒
像
」
六
幅
、
ま
た
先
賢
先
儒
を
数
人

づ
つ
扁
額
に
し
た
「
賢
儒
像
扁
」
(10)
の
写
し
十
四
枚
（
最
初
は
探
幽

の
子
益
信
が
描
き
、
こ
れ
が
短
時
日
で
焼
失
し
て
新
し
く
尚
信
の
子

常
信
が
描
い
た
）
が
筑
波
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら

を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
探
幽
、
尚
信
の
両
屏
風
が
そ
れ
ら
と
同

様
の
出
自
か
と
疑
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
湯
島
聖
堂
は
江
戸
初
期
狩
野

派
に
よ
る
荘
厳
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
「
歴

世
大
儒
像
」
も
礼
拝
の
対
象
で
あ
っ
た
た
め
か
、
筑
波
大
学
の
遥
か

な
前
身
校
で
あ
る
東
京
高
等
師
範
学
校
の
時
代
か
ら
伝
来
し
て
い
な

が
ら
、
筑
波
移
転
を
ま
え
に
直
前
の
前
身
校
で
あ
る
東
京
教
育
大
学

附
属
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
て
お
り
、
新
出
の
屏
風
絵
が
図
書
館
で

の
登
録
を
さ
れ
な
い
ま
ま
保
管
さ
れ
、
長
ら
く
明
ら
か
と
な
ら
な
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か
っ
た
の
も
こ
の
辺
の
事
情
か
と
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
絵
画
と
儒
教
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
(ll)
、

羅
山
の
頃
を
思
う
と
、
宋
の
時
代
の
儒
教
は
儒
仏
道
の
一
二
教
一
致
思

想
を
背
景
と
し
、
こ
れ
を
受
容
し
た
江
戸
の
儒
教
は
大
陸
に
倣
い
、

排
他
的
な
儒
教
観
に
立
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
我
が
国

で
は
中
世
か
ら
の
重
層
的
な
宗
教
文
化
の
展
開
の
上
に
、
江
戸
の
儒

教
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
で
鷹
揚
の
姿
勢
を
た
と
え
ば
林
羅

山
の
著
作
(12)
に
窺
う
と
、
儒
学
に
関
す
る
以
外
に
「
東
照
新
廟

記
」
、
「
東
照
宮
三
十
三
回
忌
』
な
ど
家
康
が
神
格
化
さ
れ
東
照
大
権

現
と
し
て
祀
ら
れ
た
こ
と
を
録
し
、
ま
た
「
増
上
寺
法
会
記
」
や

『
大
樹
寺
法
会
記
』
、
『
武
州
王
子
社
縁
起
」
な
ど
社
寺
記
を
記
し
、

『
神
社
考
j

、
「
神
道
秘
訣
」
な
ど
を
著
し
た
。
ま
た
『
軍
書
題
説
』
、

「
剣
術
諺
解
』
、
「
百
戦
奇
法
抄
』
な
ど
兵
学
に
通
じ
、
「
和
漢
詩
歌

合
」
、
「
源
氏
物
語
諸
抄
年
月
考
」
な
ど
和
歌
、
詩
文
に
関
す
る
著
述

や
、
『
武
門
姓
氏
考
」
や
「
鐘
銘
纂
j

な
ど
の
論
考
を
遺
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
博
覧
強
記
ぶ
り
は
羅
山
が
朱
子
学
一
辺
倒
の
硬

直
的
な
学
者
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
本
図
の
解
釈
に
戻
る
が
、
わ
た
し
は
羅
山
が
本
図
を
収
蔵

し
て
い
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
は
仮
説

と
し
た
先
の
理
由
の
ほ
か
に
、
ま
ず
は
「
蒙
求
」
を
熟
読
し
て
お

り
、
そ
の
注
釈
書
「
蒙
求
鼈
頭
』
(13)
を
著
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
彼
が
「
子
猷
尋
戴
」
の
故
事
を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
を
傍
証
す
る
よ
う
に
『
林
羅
山
詩
集
』
に
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
巻
二
十
九
「
雪
中
」
に
は
御
題
「
山
雪
」
の
項
に
「
前

山
寒
色
後
山
浮
」
と
あ
り
、
こ
の
説
明
中
に
「
訪
戴
図
、
四
山
詩
」

を
見
る
。
ま
た
御
題
「
浅
雪
」
に
「
坐
来
綾
見
履
痕
需
誰
催
剣
水
扁

舟
綽
」
と
あ
り
、
こ
れ
の
説
明
に
「
晋
書
王
子
猷
居
山
陰
雪
夜
眠
覚

開
室
酌
酒
忽
憶
戴
安
道
即
乗
船
訪
之
子
剣
渓
云
々
」
が
見
え
る
。
さ

ら
に
「
竹
雪
」
に
「
花
飛
庭
前
自
有
此
君
愛
縦
訪
戴
逹
須
早
帰
」
あ

り
、
解
説
に
「
子
猷
訪
戴
造
」
と
あ
る
。
本
図
の
旧
所
蔵
者
を
林
羅

山
、
あ
る
い
は
湯
島
聖
堂
に
関
わ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
か
っ
た

か
と
仮
説
と
し
、
こ
れ
に
関
し
て
若
干
の
文
献
的
証
左
を
得
た
。
鈴

木
健
一
氏
は
そ
の
著
『
江
戸
詩
歌
の
空
間
』
(14)
の
な
か
で
「
江
戸
初

期
の
絵
画
と
詩
歌
」
の
項
で
「
漢
学
の
中
心
人
物
、
と
い
う
よ
り
は

江
戸
初
期
の
文
芸
思
潮
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
発
揮
し
た
林
羅
山

の
画
賛
に
つ
い
て
」
取
り
上
げ
、
「
景
物
画
賛
で
も
、
五
山
禅
林
の

影
響
が
色
濃
い
。
」
、
「
羅
山
の
画
賛
は
五
山
禅
林
に
お
け
る
画
賛
盛

行
に
主
に
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
儒
学
者
と
し
て
の
自
ら
の
特
徴
を

加
味
し
た
も
の
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
」
と
述
ぺ
て
い
る
。
こ
の
解

釈
は
充
分
に
傾
聴
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
尚
信
が
狩
野
派
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紋
放
大
学
本
を
新
出
屏
凩
と
し
て
憔
に
公
開
す
る
に
あ
た
り
、
本
画
題
を

名
づ
け
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
京
大
学
教
授
河
野
元
昭
氏
の
懇
切
な
る

ご
示
教
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
銹
＜
謝
意
を
申
し
上
げ
る
次
窮
で
あ
る
。

お
わ
り
に

の
初
期
の
人
で
あ
る
元
信
画
へ
回
帰
し
、
そ
れ
を
典
拠
に
新
し
い
絵

画
空
間
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ

る
。本
図
の
出
自
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
英
証
と
し
て
の
記
録
の
欠
如

か
ら
、
仮
説
と
し
て
羅
山
所
有
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
明

ら
か
と
す
る
た
め
に
は
江
戸
初
期
の
芸
術
的
な
環
境
を
、
文
芸
、
価

教
、
さ
ら
に
は
そ
の
周
囲
的
現
境
に
た
っ
て
双
方
向
的
に
解
釈
し
な

お
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
ぱ
江
戸
初
期
の
狩
野
派
が
子
々
孫
々

へ
と
継
統
す
る
磐
石
の
基
礎
を
敷
く
背
景
の
考
察
を
行
う
こ
と
で
あ

り
、
文
化
そ
の
も
の
が
中
枇
バ

ー
ジ
ョ
ン
を
捨
て
、
江
戸
バ
ー
ジ
ョ

ン
ヘ
と
組
替
え
る
、
そ
の
折
の
か
れ
ら
相
互
の
構
造
的
な
関
与
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

狩
野
探
幽
鈴
「
野
外
奏
楽
困
」
「
猿
曳
き
図
」
六

dll屏
風

i双
、
釦
村

直
翁
節
「
架
鷹
図
」
六
仙
屏
風
i

双
と
尚
信
屏
風
の
三
点
が
新
出
屏
瓜
゜

こ
れ
ら
は
特
別
展
「
筑
放
大
学
附
屈
図
掛
館
所
蔵
日
本
美
術
の
名
品
」

（
会
期
は
i

10
0
0
年
五
月
二
十
二

El
（
月
）
か
ら
六
月
lLEl
（
金
）
ま

で
）
と
し
て
開
備
さ
れ
た
。
本
図
に
関
す
る
テ
ー
タ
は
同
展
因
録

i-i+

i

頁
、
作
品
解
説
（
渡
迅
晃
稿
）
、
図
六
、
狩
野
尚
俗
節
「
李
白
観
瀑
、

炎
渓
訪
政
図
」
に
掲
載
。

法

罷

は

右

隻

縦

i

i

i

i

六

。

七

横
i

i

i

i

i

i

o

i

i

左

隻

縦

―
i

i

i

六

。

八

横
i

i

i

i
 

I
 

i
 

0

八

(
2
)

三
組
の
屏
風
と
も
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
両
中
に
和
水
の
た
れ
た
跡

が
見
ら
れ
、
ま
た
表
具
の
廻
り
縁
の
木
ゃ
布
が
劣
化
し
て
い
る
。
後
述

す
る
が
狩
野
益
信
、
ま
た
常
信
が
描
い
た
湯
島
狸
岱
の
扁
額
の
写
し

（
十
四
枚
）
が
筑
波
大
学
附
屈
図
梱
館
に
伝
わ
る
が
、
当
初
十
六
枚
で

あ
っ
た
が
i

i

枚
消
失
し
、
紙
背
に
は
泥
が
付
箔
し
、
何
か
の
折
に
緊
急

避
難
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

(
3
)
辻
惟
雄
「
戦
固
時
代
行
野
派
の
研
究
—
狩
野
元
信
を
中
心
と
し
て
1
j

吉
川
弘
文
館
、
平
成
六
年
。
本
文
中
第
二
編
l

-

i

-

i

頁
に
西
北
の
間

「
雷
中
山
水
図
」
を
取
り
上
げ
、
「
渓
LLl
問
奇
因
に
く
ら
べ

、
構
図
の
全

体
的
税
i

感
に
や
や
乏
し
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
特
に
花
鳥
図
の
左
端

の
渓
流
を
描
出
す
る
円
熟
し
た
巡
節
の
特
徴
が
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち

(
l
 

註
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で
東
披
騎
馨
の
橋
下
の
渓
流
の
描
出
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
両
者
が

同
時
期
の
同
一
箪
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
そ
う
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
こ

れ
が
元
信
錐
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、
同
様
な
手
法
的
特
徴
を
も
っ
、

有
名
な
涎
湘
八
景
図

（東
海
庵
）
と
の
比
較
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
確
懃
で
き

よ
う
。
」
と
し
て
い
る
。

(
4
)

『
正
法
山
誌
j

霊
運
院
に
関
し
て
は

(
3
)
辻
惟
雄
著
前
掲
書
第
二
編

の
註

(19)

一
四
三
頁
に
原
文
を
掲
載
。
こ
こ
で
は
こ
れ
に
従
い
、
ま

た
原
文
で
は
「
夏
景
」
「
玉
躙
」
と
あ
る
が
訂
正
し
「
夏
珪
」
「
玉
澗
」
と

し
た
。

(
5
)

「林
羅
山
文
集
」

下
巻
第
六
十
五
随
築
七
九
八
頁
。
京
都
史
跡
会
編
、

ぺ
り
か
ん
社
昭
和
五
十
四
年
。

(6)

上
代
か
ら
南
北
朝
に
至
る
言
行
録
。
唐
の
李
翰
に
よ
っ
て
七
四
六
年

頃
ま
で
に
成
立
。
現
代
の
流
布
本
は
宋
の
徐
子
光
に
よ
る
補
注
本
。
四

字
句
に
よ
り
、
上
二
字
が
人
名
、
下
二
字
が
行
状
の
形
式
を
取
る
。

(
7
)

宋
代
初
期
の
「
五
朝
名
臣
言
行
録
j

と
そ
れ
に
続
く
「
三
朝
名
臣
言

行
録
」
を
合
わ
せ
て
こ
の
名
が
あ
る
。
時
代
順
に
宰
相
以
下
九
十
七
人

の
名
臣
の
言
行
録
で
あ
る
。
二
集
は
と
も
に
朱
子
の
編
纂
。

(8)

「
儒
教
史
」
（
世
界
宗
教
史
叢
瞥
一

0
)

山
川
出
版
社
昭
和
六
十
三

年。

(9)

島
崎
俊
樹

「感
情
の
世
界
」
岩
彼
新
書
―
二
五
ー
―
二
六
頁
昭

和
二
十
七
年
初
版
。

(10)

本
文
で
「
賢
儘
像
扁
」
と
し
た
扁
額
の
写
し
は
、
登
録
は
「
賢
聖
障

子
図
」
と
さ
れ
、
東
京
高
等
師
範
学
校
に
お
け
る
蔵
書
番
号
「
ニ
―
二

九
五
ー
一
六
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
枚
数
が
明
ら
か
で
、
ま
た

「
聖
堂
之
画
図
」
（
元
禄
四
年
聖
堂
の
図
）
と
題
し
た
一
枚
摺
り
の
境
内

図
に
は
こ
の
扁
額
に
符
合
す
る
先
賢
先
儒
が
上
段
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。

(11)

増
尾
伸
一
郎
「
道
教
の
日
本
的
変
容
」
『
ア
ジ

ア

遊

学

」

十

六

勉

誠
出
版
平
成
十
二
年
。

（立）

「林
羅
山
詩
集
」
下
巻
、
「
林
羅
山
集
附
録
巻
第
四
」
に
「
福
著
書
目
」

と
し
て
、
羅
山
総
著
作
を
掲
載
。
ぺ
り
か
ん
社
昭
和
五
十
四
年
。

(13)

前
掲
「
林
罹
山
詩
集
』
下
巻
、
「
林
羅
山
集
附
録
巻
第
四
」
六
一
頁
下

段
に
記
載
。

(14)

鈴
木
健
一

「江
戸
詩
歌
の
空
間
」
森
話
社

平
成
十
年
。

（
も
り
や

ま
さ
ひ
こ
）
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図2 筑波大学本「李白観渓図J(右隻)

図1-4 I刻渓訪戴図J(部分、第5、6扇) 1m] 2 I刻渓訪絞I2JJ(部分、第]、 2鼠)
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図1-1 筑波大学本「刻渓訪jl&(fg[j(左斐)

間1-3 r炎IJ渓tl}ji¥夜間J(昔日上、 第3、4扇)
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第4面(南) 第3扇(南) 第2面(高) 第 1面(南)

~8 函(東〕 第7預(東) 第6預(東) 第5箇(東)

図3 1 宣主主主院i日方丈llii北のn司「雪中山7](限j
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林述"*鶴)
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IZl3-5 i雲'J:jJllJ7.kIZlJ(苦1¥分、第 6TIlI 制渓訪i金主)

IZl4-2 I雪I:jJUJ7)"図J(第5、6、7而)
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凶3-(1 i古Q'LLi*121J(部分、~\ 8 lui ~~岐騎総)

lぷ14-l [?ilJi美訪#Y:fj;ilJ (::1¥ 2、:l、 4、5 i'i;¥) 
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@5~1 r38Jf長訪戴図J(部分、第4、5、6扇)

図5~ 2 r雪中山水|亙J(部分、第7国)
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